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１．はじめに

　前回までは、園芸部を担当して
とまどいがちな新人・若手向けに
青果物流通の営業やノウハウ等を
提供することを目的に連載してき
ました。今回からは「もっと青果
物営業が楽しくなる方法」を連載
します！　主に外部環境の逆風や
これからの業務に悩む中堅職員を
対象に、もっと視点を変えて楽し
く仕事をして欲しい！　という想
いで、筆者の JA勤務時代の実体
験を入れながら現場視点で解説し
ていきます。もちろん、部下を抱
える上席の方や新人・若手にも参
考にしていただけたら幸いです。
　私自身は、JA 勤務の17年間、
全てを園芸部の現場の第１線で過

ごしました。在職中に新しい仕事
に挑戦したこと、退職前から現在
はさまざまな経営者と触れ合う
日々ですが、自身の体験から仕事
が楽しくなるには、①出会う相手
が変わったとき、②新しい発想が
生まれたとき、③新しい仕事に挑
戦したとき、であるように思いま
す。当然、こうした変化には苦し
みや痛みも生じますが、それらを
乗り越えたときの充実感ややりが
いは、皆さんも感じたことがあっ
たのではないでしょうか？
　これからの農業、みなさん JA
グループを取り巻く環境は大きく
変わってきます。この変わる世界
に能動的か受動的に接するかで、
皆さんの仕事も人生も変わってき
ますよね。せっかくですから、今
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る国内は、生き残りをかけた淘汰
により、統廃合や異業種との連携
がキーワードとなり、その過程を
機敏にとらえた新しいビジネスが
生まれていくと思います。
　縮小する川下をターゲットとし
ている川中業界も、川下の統廃合
に連動してますます厳しくなって
いきます。昨年末に京都の老舗青
果卸が、年明けには尼崎の市場が
倒産しました。これから卸売市場・
仲卸の倒産、廃業、合併がますま
す起きてきます。この川中業界で
は皆さん JAも当事者なのです。
　川下、川中は厳しいマーケット
となりますが、川上はどうなるの
でしょうか？　大きくは農家の高
齢化で農業のプレイヤーが交代す
る時期に入って、不足する農業人
口を補うには、①既存の農家の規
模拡大、②新規就農者の増加、③
企業参入がおきてくるのです。こ
うした農業の構造変化が最近の農

の仕事をもっ
と楽しみ、今
まで出会わな
かった人と出
会い、新しい
仕事をするき
っかけになっ
てもらえればと思います。
　連載第１回は、まずは外部環境
の変化を把握してもらおうと思い
ます。全体を俯瞰して JAグルー
プのまわりをみてみましょう。

２．変化する！　農業界の外
部環境

　農業界の外部の変化は、新聞や
ネット情報を見ていたら、多すぎ
て把握しきれないのではないでし
ょうか？　大きく川上、川中、川
下で分けて、上の表のように整理
してみました。それぞれの段階で
新しい動きが起きていることがわ
かります。
　川下から見ると、これから国内
は人口減少でマーケットが縮小し
ていきます。イオンやコンビニ業
界、食料品メーカーが海外の会社
を買い動いているのも、国内より
も海外の人口増加を見ているから
です。人口、マーケットが縮小す

農業をめぐる外部環境の動き

区分 人口・人の動き マーケット 対象者 これからの動き

川下
国内は減少
海外は増加

縮小
消費者・小売・飲食業・駅
中・宅配・CVS・

統廃合・連携・海外進出

川中 川上の減少 縮小 JA・卸売市場・仲卸・商社 統廃合・倒産・商社や企業参入

川上

高齢化で現在の
担い手は減少
若手、企業が増
加

変化
JA・企業・行政・団体・地
域等

農業参入・農業業界への参入・
連携・ソフト支援（経営・考え
方・連携など）
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業ブームの正体です。
　マーケットの拡大というよりは
変化と表現しました。この変化す
るマーケットには、元々いた皆さ
んの領域に「日本の農業を守ろう」
と旗を上げて数々のプレイヤーが
参入してきているのです。

３．農業の周辺業界の今後

　農業参入という言葉が浸透して
いますが、農業参入と農業周辺業
界への参入と言葉を分けて考える
方がいい気がします。なぜなら、
実際には農業参入よりも農家に資
材やノウハウを提供する個人、団
体や企業の方が多いからです。
　農業の構造変化により、農家や
農業法人の経営資源である「人」

「物」「金」「情報」の組み合わせ
が変わってきます。農産物を育て
販売するということは変わらなく
ても、作る人が変わることや、既
存の農家が規模拡大することで経
営のプロセスが変わってくるわけ
です。こうした変化をビジネスチ
ャンスとみて参入する企業や行政
のサービスが今後増えています（行
政も予算確保という観点でいうと企

業と同じとも考えられる）。つまり
農業周辺業界のマーケットは拡大
しているのです。

４．農業へ参入する目的と実
態

　最近、筆者のところにも、企業
から農業へ参入したいと相談がき

ます。製造
業、建設業
や IT 企業
など様々で
すが、目的
は自社の事
業が限界で
新しい事業
の模索、農
業の労働市
場、システ
ム市場、経

行政の経営支援・企業・個人・民間（IT、金融、医療、福祉他）

農業への企業参入

農業関連業界（JA以外の参入が活発）

農家

構造変化 農業の構造変化から

人・物・金・情報・経営支

援の需要が増大
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ん JAグループを取り巻く外部環
境変化でもあるといえます。これ
らは、良い悪いではなく、元々を
たどれば、農業者の構造変化とそ
れに対応しようとしている農業関
連業界の動きという外部環境に変
化にすぎません。
　自分は、たまたまこの JAグル
ープから離れて、農業の周辺産業
にいるちっぽけな一人ですが、こ
の世界に入ったことで様々な立場
の方と出会う機会が増えました。
こうした新しい場に、JAグルー
プはもっと交流していけばいいと
常々感じています。企業参入する
彼らには、敵だけでなくパートナ
ーとなるチャンスがたくさん潜ん
でいるのです。
　次回は、こうした新しい出会い
の場の作り方、対応の仕方に触れ
ていきます。お楽しみに！

営支援など様々です。しばらくす
ると、単体で農業参入する計画か
ら農家へ物を売る業態へ変化して
いたり、連携する事業計画に変わ
っています。実際の農業参入は、
試行錯誤をしながら、農業、農業
周辺業界をいったりきたりしてい
るのが実態ではないでしょうか？
　こうして見ると、企業の農業参
入、周辺農業参入は、JAグルー
プの領域を侵していると考えがち
ですが、見方を変えると JAグル
ープが新しい事業を模索している
と同じように、既存事業を抱えな
がら参入する企業も、まだ同じよ
うな状態であるともいえます。新
聞や報道では先進的に見える企業
参入のイメージと実際は違うこと
を皆さんは知って欲しいと思います。

５．おわりに

　農業を取り巻く変化は、みなさ
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